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＜経緯と目的＞ 

ＮＨＫは、2022年4～5月にかけて、テレビを全く、あるいはほとんど見ない方々を中心に社

会実証（第一期）を実施し、これまで主に放送で果たしてきた役割・機能について、インターネット

を通じてどのように果たせるのかを検証しました。結果、情報空間の課題解決や、望ましい情報

空間の実現につながるものとして、一定の理解と支持が確認されたところです（以下の７つのサ

ービスを通じて実施）。 

（第一期の結果報告の詳細は、2022年6月2日にＮＨＫホームページに掲載） 
 

 
ＮＨＫでは、“安全・安心を支える”“あまねく伝える”を強化する修正経営計画を決定したこと

も踏まえ、このうち④⑥について、さらに具体的に、ＮＨＫに期待される役割・機能を検証する

社会実証（第二期）を実施します。 

 

＜実施概要（第二期）＞ 

・ 実施日程：2023年2月10日～2月24日 

・ 実証対象：テレビを持っていない方々や日常的に利用されていない方々、あわせて約1300人 

・ 実証方法：各サービスを体験・視聴いただいた後にアンケート調査を実施 

インターネット社会実証（第二期）の実施について 



 

第二期 災害マップ 

 

 

 
 

 

 

（第一期のサービス） 

・ 時間のスライドバーを動かすと、警報の地域がどのように広がっていくか、被害のニュース

がどのように出されていくかが見られる 

・ 累積的に表示されるようになっており、どのように影響が拡大しているのかが分かる 

➡上記プロトタイプを提供したところ、81.2%が防災・減災のために今後の対策を立てるの

に社会にとって有用と回答した。 

 

（第二期） 

・ 防災・減災の具体的な課題として、放送で呼びかけても、一般的過ぎて、「避難のスイッチ」

がなかなか入らない、ということがあります。 

・ そこで、上記の具体的な応用として、身近な地域の過去の災害について、立体的に詳細に

追体験できるようにし、将来の「もしも」の時に、“行動変容”を促せるかどうか、検証を行い

ます。 

 

（検証イメージ） 

 

実際に生じた災害を、 

実際には知ることができなかった“俯瞰”で追体験 
 
 



第二期 総覧視聴・連続再生

（第一期のサービス） 

・ 最新のニュース映像をいつでも一覧で見ることができるようにするとともに、重要度や新

着順などで優先順位をつけながら、24時間、最新情報をご覧いただける機能を提供

➡66.1％の人が、偏ることなく知識をつなげたり、社会の全体像を掴んだりするうえで社会に

とって有用と回答した。特に、問題意識もネット活用度も低い層の78.6％が社会にとって

有用と回答した。

（第二期） 

・ 「テレビを全く、あるいはほとんど見ない方々」は、検索・レコメンド等を中心に情報にアクセ

スし、効率的な情報摂取をする一方、視野が狭くなりがちになるとの指摘もあります。

・ 規範的な役割・機能については第一期で評価をいただきましたが、実際には興味が向かわず

使ってもらえない、一方でアテンションエコノミーに則ってしまっては意味がない、という現

実に対し、ＮＨＫならではのバランスの確立をめざします。

・ 日頃のニュースやコンテンツへのアクセスの習慣に沿って、対象を数グループに分け、一覧

のコンテンツ提示の様々な手法により、放送が担ってきた多様性を提供する機能を具体的

に示し、どのように受容されるかを検証します。

（検証イメージ） 

放送同様に、ＮＨＫの価値判断による 

ニュース等が混ざって提示される場合（A）と

利用者の嗜好の通りに提示される場合（B）の

効用、便利さ等の比較を実施

第二期の調査や分析の結果については、できるだけ早く「ＮＨＫのインターネット活用業務について」 

（https://www.nhk.or.jp/net-info/）に掲載するなど、広く公表して、関係者とも共有いたし

ます。 


